
建設経緯　「先駆けに」の言葉で固定観念打破

工場建設契機にＳＤＧｓ活動

「推進パートナー」に登録
ＳＢＴ認証、見学会も開催
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火災の不安は？

木だから火に
弱いは間違い

施工の　　　　
ポイントは？

ＬＶＬトラスで
施工計画に配慮

今後の木造　　　　
非住宅の展開は？

良さ発信で　　
〝できる〟を普及

室内環境は？

底冷え工場が　
エアコン不要に

コストは？

運用費は圧倒的
減価償却も半分

木

　隠れた木の力シリーズ　岐阜・垂井町の工和製作所新工場

建築概要
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現

（７） （第三種郵便物認可）２０２４年（令和６年）１月３１日　（水曜日） 【企　画】

カナダ林産業審議会
www.cofi.or.jp
〒東京都港区虎ノ門３８　巴町アネックス２号館９階
ＴＥＬ：
カナダ林産業審議会（ＣＯＦＩ）は、ツーバイフォー工法や木質トラス
構造、それらに使用されるＳＰＦ材など、木造建築に関する普及・啓蒙
活動を行っているカナダの非営利団体です。

　工和製作所は年に創立後、年に同町内に本
社工場を建設した。その後、規模の拡大に伴い
年に第一工場、年に第二工場を立ち上げた。い
ずれの工場も近隣ではあるが、別の場所に立地し、
部品の保管などで工場間を行き来する必要があり、
宮崎社長は効率の悪さに悩んでいた。年ごろには
３工場を統合できる新工場用の土地を確保していた
ものの、「工場建設のために見積もりを取ったら、
鉄骨など物価の高騰でとても建設を決断できる価格
ではなかった」（宮崎社長）と語る。その矢先にコ
ロナ禍が始まり、経済産業省と中小企業庁が「事業
再構築補助金」を打ち出した。６㍍部材の加工が可
能な機械の導入を目的に応募して採択された。「こ
こがチャンス」とみた宮崎社長は、再度、Ｓ造の建
設会社に見積もりを依頼したが、やはり価格が高く、
以前から親交のあったＨＡＧＩホーム・プロデュー
スの板谷社長に相談した。

　板谷社長は相談を受ける１カ月ほど前に、２×４
の木造工場の建設を手掛けるシガウッド（滋賀県長
浜市）の木造農業用倉庫を見学しており、「規模と
内容次第だが、木造の選択肢もある」と宮崎社長に
ぶつけてみた。板谷社長も手掛けたことがなかった
規模の木造非住宅建築になるが、「不安を抱えたま
まで木造を持ちかけたわけではなく、ロングスパン
の大空間を木造でできることを、実際に見て、体感
して納得していたから、ある程度、確証を持って提
案できた」という。
　提案を受けた宮崎社長は、木造の方がＳ造より価
格が安かったが、幅㍍、長さ㍍という大空間の実
現性への不安もあり迷っていた。そんな時、板谷社
長の「木造でこんな大きな工場をつくった事例は見
たことがない。どこかが先駆けにならないと、結局、
『工場はＳ造』という固定観念を打ち破れない」と
いう言葉に背中を押され、木造工場の建設を決めた。
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　新工場は、延べ，平方㍍で、立方㍍の木材を使用し、
その結果、１世帯当たり年分のＣＯ排出量に相当する
㌧ＣＯの炭素貯蔵ができた。工和製作所とＨＡＧＩホーム
・プロデュースは新工場建設を機に岐阜県の「ＳＤＧｓ推進
パートナー」に登録し、登録事業者のうち事業者が選
ばれたゴールドパートナーに２社そろって選ばれた。工和製
作所は、ＳＢＴ（サイエンス・ベースド・ターゲット）の認
定も取得。「やれることは何でもやろう」（宮崎社長）と、
ＨＡＧＩホーム・プロデュースやシガウッドと協力し、工場
建設中に近隣の小学校の生徒を招いてＳＤＧｓの勉強もでき
る見学会や地元金融機関主催のマルシェへの出店など、積極
的に取り組んでいる。

　木造工場の建設が、地域の企業によるＳＤＧｓ（持
続可能な開発目標）の取り組みを後押しした。
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　鉄道車両のアルミ窓枠などのアルミプレス加工品を製造する工和
製作所（宮崎治己社長）が岐阜県垂井町に建設した国内最大級の木
造工場が完成して８カ月。一見すると木造には見えない外観だが、
従業員はその圧倒的な快適さに驚きを隠さない。２×４（ツーバー
フォー）による気密性の高さで夏は涼しく、冬は暖かい環境を実現。
空調稼働の少なさによるランニングコスト低減など多様な面でメリ
ットを実感している。工場建設をきっかけに、新規の仕事の依頼が
増えただけでなく、意匠設計・プロデュースを手掛けたＨＡＧＩホ
ーム・プロデュース（板谷勇社長）とともにＳＤＧｓ（持続可能な
開発目標）への意識も高まっている。

新工場の外観。外見はＳ造と変わらないが、室内は圧倒的に快適になった

月下旬の雪が舞う日でも、室内はエアコンを稼働せず軽装で作業できる

平屋部のトラスを設置している状況

＊木造工場の見学や快適さの体感は、ＨＡＧＩホーム・プロデュースまで。電話・

▷工事名称株式会社工和製作所様
工場新築工事

▷建築主工和製作所
▷総合プロデュース・意匠設計ＨＡ
ＧＩホーム・プロデュース

▷施工シガウッド
▷建設地岐阜県垂井町綾戸
▷設計条件積雪㌢
▷主要用途工場

▷構造木造枠組壁工法地上２階イ準
耐火建築物
▷敷地面積，．平方㍍
▷延べ床面積，．平方㍍
▷最大スパン平屋部・㍍＋
軒だし３㍍、２階部最大．㍍

▷軒高．㍍
▷最高高さ．㍍
▷工期年８月－年４月

中・大規模木造建築設計
セミナー　東京・大阪で
開催（２月日、日）。
詳しくはウェブで。

カナダ木材製品全般の普及・促進


